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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 8,067 △10.7 135 △65.9 142 △64.7 73 △76.3

2021年3月期第3四半期 9,034 △10.6 397 2.8 405 4.4 312 △3.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 96.27 ―

2021年3月期第3四半期 406.72 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 9,864 4,547 46.1

2021年3月期 9,067 4,493 49.5

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 4,547百万円 2021年3月期 4,493百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 65.00 65.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 75.00 75.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,880 △3.3 395 19.4 380 14.0 220 △10.7 286.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 771,606 株 2021年3月期 771,606 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 4,625 株 2021年3月期 4,476 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 767,060 株 2021年3月期3Q 767,207 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と

してその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関連する事項につきまして

は、添付資料２ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症ワクチン接種率の向上などにより経済活

動が戻りつつあり、景気は緩やかに回復する兆しが見られました。

建設業界においては、労務費や建設資材価格の高止まりに加えて、世界的な景気回復にともなう資源の需要増加

やコンテナ船の輸送遅延などにより、製造部門でも製品の生産コスト・生産計画に影響が出始めました。

このような状況のなか、当社は、屋根工事と同時に天井工事が可能な天井化粧材「PASTEM-Z（パステムZ）」の

開発、販売を開始し高機能・高品質屋根の普及に取り組むことで拡販と利益確保にも努めてまいりましたが、大規

模工事案件の受注も減少したことから減収・減益となりました。

当第３四半期累計期間の売上高は8,067百万円（前年同期比10.7％減）で、その内訳は製品売上高が4,347百万円

（前年同期比14.9％減）、完成工事高が3,519百万円（前年同期比10.3％減）となり、損益面におきましては、営

業利益は135百万円（前年同期は397百万円）、経常利益は142百万円（前年同期は405百万円）となり、四半期純利

益は73百万円（前年同期は312百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ797百万円増加し、9,864百万円となりました。その主

な要因としては、現金及び預金が743百万円、売上債権が106百万円がそれぞれ増加した一方、不要設備の整理で有

形固定資産が56百万円減少したことなどによるものです。

負債合計は前事業年度末に比べ742百万円増加し、5,316百万円となりました。その主な要因としては、年始の手

形決済等に備えた短期借入金が850百万円、仕入債務が184百万円それぞれ増加した一方、物件完成による工事の前

受金減少などで契約負債が291百万円減少したことなどによるものです。

純資産合計は、前事業年度末に比べ54百万円増加し4,547百万円となり、自己資本比率は46.1％になりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績は概ね予定通りに進捗しております。通期の業績予想につきましては、2021年５月

14日付「2021年３月期決算短信〔日本基準〕(非連結)」で公表いたしました業績予想に変更はございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 472,675 1,215,900

受取手形及び売掛金 1,325,260 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,650,134

電子記録債権 751,493 630,568

完成工事未収入金 480,115 382,441

製品 584,630 637,447

仕掛品 3,456 6,577

未成工事支出金 419,656 261,612

原材料 804,949 906,314

その他 202,240 242,052

貸倒引当金 △11,410 △11,749

流動資産合計 5,033,065 5,921,299

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 943,307 908,938

機械及び装置（純額） 305,266 297,557

土地 1,444,183 1,444,183

その他（純額） 63,188 49,212

有形固定資産合計 2,755,945 2,699,891

無形固定資産 249,402 244,675

投資その他の資産

投資有価証券 782,311 759,000

その他 443,311 433,239

貸倒引当金 △196,645 △193,692

投資その他の資産合計 1,028,978 998,547

固定資産合計 4,034,325 3,943,114

資産合計 9,067,391 9,864,414
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 412,810 737,281

電子記録債務 1,382,717 1,181,878

工事未払金 190,744 251,378

短期借入金 1,019,600 1,870,000

未払法人税等 51,015 20,048

未成工事受入金 349,729 －

契約負債 － 58,355

製品保証引当金 40,570 38,573

その他 441,071 479,408

流動負債合計 3,888,258 4,636,924

固定負債

長期借入金 35,000 －

退職給付引当金 514,040 531,420

役員退職慰労引当金 － 8,242

その他 137,067 139,938

固定負債合計 686,107 679,600

負債合計 4,574,365 5,316,524

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,921 1,266,921

利益剰余金 2,784,324 2,855,199

自己株式 △17,122 △17,825

株主資本合計 4,034,123 4,104,295

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 458,902 443,593

評価・換算差額等合計 458,902 443,593

純資産合計 4,493,025 4,547,889

負債純資産合計 9,067,391 9,864,414
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 9,034,900 8,067,314

売上原価 6,242,857 5,570,758

売上総利益 2,792,042 2,496,555

販売費及び一般管理費 2,394,809 2,361,236

営業利益 397,233 135,318

営業外収益

受取配当金 10,258 12,058

受取賃貸料 5,630 5,215

売電収入 8,457 8,674

その他 13,515 11,096

営業外収益合計 37,861 37,044

営業外費用

支払利息 6,041 8,639

手形売却損 7,528 5,776

減価償却費 6,901 6,122

その他 9,574 9,242

営業外費用合計 30,045 29,781

経常利益 405,049 142,581

特別利益

固定資産売却益 8,749 1,378

投資有価証券売却益 － 834

特別利益合計 8,749 2,213

特別損失

固定資産除却損 － 4,139

特別損失合計 － 4,139

税引前四半期純利益 413,799 140,654

法人税、住民税及び事業税 123,689 57,192

法人税等調整額 △21,929 9,614

法人税等合計 101,760 66,806

四半期純利益 312,038 73,848

　



元旦ビューティ工業株式会社(5935) 2022年３月期 第３四半期決算短信

　‐6‐

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）(以下「収益認識会計基準等」という。）を第１四半期

会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換

に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

当社における主な顧客との契約から生じる収益の内容は以下の通りであります。

（１）工事契約に係る収益については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る

進捗度に基づき収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、期末日時点での工事の現場進捗

度及び顧客への請求度合いが、当初契約金額に対して占める割合に基づいて行っております。

なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約

については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益

を認識しております。

当社の取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重大な金融要素は含まれており

ません。

（２）代理人に該当する取引について、従来は他の当事者が提供する財又はサービスと交換に受け取る額を収益とし

て認識しておりましたが、他の当事者が提供する財又はサービスと交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う

額を控除した純額を収益として認識する方法に変更しております。

（３）製品販売に伴う顧客から回収する運送費については、従来は回収時に「販売費及び一般管理費」の「運送費」

より控除しておりましたが、顧客と約束したサービスの移転と交換に顧客から対価を受取る権利を得ることから収

益として認識し「損益計算書」の「売上高」に含める方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱い

に従ってほとんどすべての収益を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高が856,943千円増加し、売上原価は435,986千円増加し、販売費及び一

般管理費は200,979千円増加し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそれぞれ219,978千円減少していま

す。また、繰越利益剰余金の当期首残高は51,117千円増加しています。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしまし

た。また、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」を、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて表

示しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取り扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31

日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解し

た情報を記載しておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありま

せん。

　


